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支援機器 Lokomat 
分類(ISO9999) 4 
試験相 4 
研究仮説（目的） 
の概要 

脳卒中患者のＬｏｋｏｍａｔ上での歩行は通常の歩行時よりも低いい運動強度で歩く Ｌｏｋ
ｏｍａｔの設定により増加した支援がＬｏｋｏｍａｔ上歩行の運動強度を低下させる 

研究デザイン 群間比較（非ランダム化） 
障害・疾患 片麻痺 
対象者・数 健常者１０人 障害者１０人 
主要アウトカム ％ＶＯ２ ％ＨＲ 
副次アウトカム 1  
副次アウトカム 2  
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 記載なし 
結果の概要 ＡＣＳＭが推奨するレベル以下（30％ＨＲＲ）の運動強度（Ｌｏｋｏｍａｔ歩行） Ｌｏｋｏｍ

ａｔの設定により健常被験者において運動強度に小さな影響 代謝エネルギーコスト増加 
 

論文整理番号 250 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
 

「支援機器の臨床評価および利用効果データベース」 
支援機器イノベーション創出のための情報基盤構築に関する研究  
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